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はじめに 

 

武蔵野市内から出されたごみは、資源化されるものを除き、中間処理施設クリーンセンタ

ーにおいて減容処理された後、武蔵野市を含む三多摩の25市１町が西多摩郡日の出町に共同

で設置した最終処分場に埋め立てられてきました。 

この処分場は、昭和59年から埋め立てを開始した日の出町の谷戸沢処分場が平成９年度で

満杯となったため、同町の皆様のご理解により引き続き同町内に開場させていただいた２番

目の最終処分場である、二ツ塚処分場です。そして二ツ塚処分場に続く３番目の最終処分場

の確保は非常に困難な状況にあり、現在の処分場を可能な限り使い続けることができるよう、

我々にはこれまで以上のごみの発生の抑制と、資源物の再資源化の促進が求められています。 

そのため、武蔵野市では、これまで事業系ごみの全面有料化やプラスチック製容器包装の

分別（ペットボトルとその他のプラスチック製容器包装に分別）収集の開始など市民・事業

者の皆様の協力を得て、様々な施策を実施してきました。 

しかし、二ツ塚処分場は、平成10年１月の搬入開始からわずか５年間で約３割の埋め立て

が進行してしまいました。この状況を受け、平成15年10月からクリーンセンター周辺住民を

はじめとした市民の皆様のご理解のもと、粗大・不燃ごみ選別後の埋立てごみの焼却を開始

しました。また、“ひとり一人が出す、自分のごみに責任を持つ”ことを新しい武蔵野市の

ごみのルールとし、「武蔵野市13万市民・ごみ減量キャンペーン」を展開しました。その中

で、平成16年２月より戸別収集を段階的に実施し、平成16年10月からは、市内全域で戸別収

集を実施するとともに、家庭ごみ有料化を実施しています。 

また、最終処分場の管理・運営をしている東京たま広域資源循環組合においても、処分場

に搬入される焼却灰の資源化を図るため、エコセメント事業（可燃ごみの焼却後に発生する

焼却灰をエコセメントの原料として再生利用）として平成18年７月より施設を稼動していま

す。これは、焼却灰をリサイクルすることで最終処分場を有効に利用し循環型社会の構築を

目指すものです。この結果、平成19年度以降、本市が同施設へ搬入した焼却灰は全量エコセ

メント化されており、令和３年度も約2,724ｔの焼却灰が資源化されました。 

しかし、エコセメント事業には多くの費用とエネルギーが必要となり、地球環境に負荷を

かけるとともに、最終処分場が限りある施設であることに変わりはありません。最終処分場

を有効に利用するために、より一層のごみ減量が求められています。 

市では、ごみ収集事業の環境負荷低減と事業効率化、ごみ総量削減を図るため、平成 28年

１月に「武蔵野市ごみ収集の在り方等検討委員会」を設置し、合理的な事業の在り方につい

て議論を重ねてきました。平成 30年９月に最終報告書をまとめ、事業見直しに関する将来的

な展望を示しました。そして、その一環として、平成 31年４月から行政収集の収集頻度変更

及び地区割と収集日ごとの収集量の平準化を実施しています。 

このように、限られた最終処分場、限られた資源、地球環境に対する負荷を、私たちの世

代で極力抑え次の世代に引き継ぐために、市民・事業者・行政が一体となってごみ問題に取

り組むことが不可欠です。 

また、旧クリーンセンターは、稼働から 32年が経過し、主要設備である焼却炉やボイラの

耐用年数を鑑み、周辺住民の理解のもとに平成 26 年度より新施設の建設を進め、平成 29 年

４月には、現クリーンセンターの本格稼働が開始しました。ごみの処理は市民の日々の生活

に不可欠なものであり、新たな施設も、安全に、かつ、安定的に運営し続ける必要がありま

す。 

ここに本市の一般廃棄物の処理とごみの発生抑制・資源化推進の取組のあらましを令和３

年度実績に基づきとりまとめましたので、現状の把握、ごみの発生抑制・資源化・最終処分

場の負荷低減の参考にしていただければ幸いです。 
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